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１．研究計画の概要 
(1)従来の設備精密診断装置システムの問題
点を解決するために、「ノイズ除去法」、「診
断・評価指標の決定法」、「状態判定基準の設
定法」、「異常種類の精密判別法」及び「余寿
命予測法」を確立する。 
 
(2)以上で得られた基本的な精密診断理論と
重要な要素技術に関する研究成果に基づき、
回転機械設備のための「次世代知能型精密診
断装置システム」の構築法を確立すると共に、
「次世代知能型精密診断装置システム」のプ
ロトタイプの試作を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)異常信号の早期検出技術について 

知能型精密診断装置システムに適した実
用的な「ノイズ除去法」を確立するために、
現場の設備診断問題の特性を考慮して，知的
信号処理法として、適応型ノイズ除去法、統
計情報フィルターによるノイズ除去法を提
案した。 
(2)診断・評価指標の決定法について 

知能型精密診断装置システムに適した
有・無次元特徴パラメータを抽出するために、
時間・周波数領域の特徴パラメータ（評価指
標）について評価・検討し、設備状態を鋭敏
に反映する特徴パラメータの選出法を確立
した。 
(3)状態判定基準の設定法について 

現場の診断データが様々な要因による曖
昧性を対処するために、現場で実測した客観
データの確率分布をワイブル分布で統合し、
可能性理論と統計理論との結合により各状
態の判定基準を決定する方法を提案した。 

(4)異常種類の精密判別法について 
知能型精密診断装置システムに適した異

常種類の精密判定法を確立するために、時
間・周波数領域の総合解析により対象の異常
種類の精密診断法を提案し、知的診断アルゴ
リズム（遺伝的プログラミングやファジィ・
ニューラルネットワークなど）により知能型
精密診断装置システムに適した異常種類の
精密判定法を提案した。 
(5)余寿命予測法について 

設備余寿命を高精度に予測する方法を確
立するために、遺伝的アルゴリズムやニュー
ラルネットワークなどを用いた余寿命の逐
次的な予測法を提案し、今後理論と現場検証
の両方について進め、提案した方法の実用化
を目指している。 
(6) 次世代知能型精密診断装置システムにつ
いて 

回転機械設備のための「次世代知能型精密
診断装置システム」の構築法について関連の
企業とも共同で検討し、「次世代知能型精密
診断装置システム」のためのアルゴリズムと
プログラムを構築し、プロトタイプの試作に
着手している。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 （理由） 
 「２．研究の進捗状況」にも示したように
当初計画の全般についての成果が得られて
おり、研究成果の一部は学会や研究会にて発
表した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)異常信号の早期検出技術について 

 



 

提案した適応型ノイズ除去法、統計情報フ
ィルターによるノイズ除去法についてはさ
らに現場検証を行い、実用化のためのプログ
ラミングを作成する。 
(2)診断・評価指標の決定法について 

抽出した時間・周波数領域の特徴パラメー
タ（評価指標）を様々な設備状態診断に適用
し、設備仕様および異常種類に応じた有効な
特徴パラメータをさらに評価・確認する。 
(3)状態判定基準の設定法について 
提案した現場点検データのワイブル分布

統合法による状態判定法の汎用性について
検・改善を行う。 
 (4)異常種類の精密判別法について 

知的診断アルゴリズムを現場設備の異常
診断に適用するときに学習データが獲得し
にくい問題を解決するために、少量データあ
るいは欠損ありのデータを用いた知的状態
診断法を確立する。 
 (5)余寿命予測法について 
提案した遺伝的アルゴリズムやニューラ

ルネットワークなどを用いた余寿命の逐次
的な予測法については、今後理論と現場検証
の両方について進め、提案した方法の実用化
を目指す。 
(6) 次世代知能型精密診断装置システムにつ
いて 

「次世代知能型精密診断装置システム」の
プロトタイプの試作を完成させる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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